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広島市立大学 広報誌　「west breeze」

＜表紙写真＞
大塚竹林パイオニアプロジェクト

2016年10月に本学近くの竹林（広島市安佐南区大塚寺谷・
中等地区）でのライトアップセレモニーの様子。本学芸術学部
の学生を中心に、竹を素材として制作した作品を展示した。
「荒れた状態で放置されている竹林の整備を行い、人に優しい
竹林を蘇らせる環境保全に取り組むとともに、造形作品を制
作・展示することで、竹の芸術創作の素材としての可能性を見
出していくこと」を目的として開催。通称「竹プロ」。

JR 南側市道
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学生リポート活躍する市大人

「いとうさん家」で落語を披露する落花生のメンバー

住岡さんの作品「70+1」

住岡さんが制作したフライヤー

１回目の「もとまちカフェ」

何が「きっかけ」になるか分からない
在学生、卒業生を問わず、国内外のさまざまな分野で活躍する「市大人」を紹介します。

この記事は、「学生広報サポーター」に登録している市大生自
らが取材をして記事を作成しています。

本学では海外のさまざまな大学と学術交流協定を結び、学術交
流や学生の交換留学を推進しています。

2016年８月、本学で学ぶ学生たちが、「学生記者」として、「被爆電車特別運行プロジェクト」を取材しました。「被爆電車特別運行プロジェクト」は、
中国放送（RCC）と広島電鉄の共同プロジェクトで、「71年前の被爆の惨禍」と「広島の街が、いかに復興を成し遂げたか」について、71年前に走っ
た被爆電車に乗ってあらためて知ってもらうというものです。一般参加者と共に被爆電車に乗り取材を行った本学の学生記者たちに、それぞれの視
点でリポートしてもらいました。

住岡さんは、2016年度広島学生平和コンペティション（※
１）において、グランプリを受賞しました。また、基町プロジェ
クト（※２）にかかわるなど、さまざまな活動を行う住岡さんに、
これまでの経緯や平和ポスターへの想いなどを伺いました。

―所属学部は芸術学部ですが、美術系の高校からの進学ではない
そうですね。
高校では、美術部と剣道部を兼部していました。幼いころから絵を描く
のが好きで、趣味で絵を描いていましたが、仕事にしたいとかデザインの
役割を知りたいと思い、実技対策を学べる塾に放課後通いました。
―市大を選んだきっかけを教えてください。
芸術系の大学に進学したいとは考えていたのですが、別の大学の教育
学部と進路を迷っていました。オープンキャンパスにも行ったのですが、
そこでは、指導方法や授業の組み立てを学ぶことが中心になると感じま
した。市大の場合は、卒展（卒業・修了作品展）を見に行きました。デザ
イン系の作品が特におもしろくて、私自身も作品を制作したかったことが、
受験する決め手になりました。あと、市大の卒業生で、NHK「みんなのう
た」のアニメーションを制作された方がいて（※３）、社会に出て活躍され
ているイメージから、枠にとらわれない「未来」がいろいろ見える気がしま
した。それに、自分がつくったものが世の中に出て、多くの人が見てくれ
て、みんなが喜んでくれるなどの反応があるのを想像できた意味でも、
「みんなのうた」は大きかったです。
―入学後はどうやって学ぶことを決めたのですか？
漠然と「アニメーションを学びたい」とは思っていたのですが、デザイン
工芸学科では、１年生の時は基礎実技を学んで、２年生から専門分野
に分かれます。そこで、クラブ活動として、映像系を学べる映研（自主制
作映画研究会）に入りました。映画をつくるには、いろんな人がかかわり
ながらチームを組んでいく必要があります。それがおもしろかったです。入
学後、周りに絵を描くのが自分より断然うまい人がたくさんいて、ちょっと
ショックだったんですけど、チームでやる場合は、ディレクターとしておもし
ろい人や技術を持った人を集めることができます。それから、大学祭の
時に、チラシをデザインすることになったんですが、そのチラシが結構評
判が良かったんです。さらに、映研の先輩が視覚造形分野でグラフィッ
クデザインを学んでいて、その視覚造形の先生が、アートディレクターに
も興味がある学生を募集するということを聞きグラフィックデザインを学
ぶことにしました。
―その視覚造形研究室が「基町
プロジェクト」とかかわっていた
んですね。
はい、ちょうど基町プロジェクトが立
ち上がった時で、学生参加者とし
てかかわり始めました。初めて基町
高層アパートに行ったときは、その
つくりに広島にもこんな場所が
あったんだと驚いたことを覚えてい
ます。３年生からは、「もとまちカ
フェ」というプロジェクトに携わりま
した。
―「もとまちカフェ」ではどのようなことをしたのですか？
基町ショッピングセンターの中央広場で、カフェを開催しました。若い人
たちにも立ち寄ってもらおうと、広島市立大学の学生と広島修道大学

の学生が共同で企画
しました。１回目のもと
まちカフェでは、アパー
トの中心にある芝生の
広場に大きな屋根状
の作品を設置して、訪
れた人と住んでいる人
が視線を交わすような
仕掛けを作りました。
実際にアパートに住ん
でいるお年寄りの方が、
「普段はあまり外に出
ないがベランダから見
えたので足を運んでみ

た」とおっしゃっていたのがとてもうれしかったです。２日で約500名の方
が来場され、盛況でした。２回目のもとまちカフェでは、カフェで出すお菓
子の開発のために聞き込みを行っているとき、かつて「もとまち饅頭」と
いう名物があったという話を伺いました。地域の方の協力で、引退された
職人さんに実際にお会いすることができました。職人さんは戦後、物の
ない時代だったので、人が集まり心が和むようなものが必要だと考えて、
地域の人と一緒にまんじゅうを作ったそうです。そして50年間、時代に
合わせてお客さんを喜ばせる工夫を常にされていたことを聞いてとても
感動しました。「私たちができる、今の基町にあったお菓子は何だろう？」
と考えて、若い人も、お年寄りも食べやすい柔らかい「基町の形」のサブ
レを、お菓子作りに詳しいメンバーが中心となって作りました。空間にも
こだわり、中央に大きなテーブルを設置して、来た人が囲めるように工夫
しました。４時間限定の開催でしたが、約200名の方が来場されました。
職人さんもとても喜んでくださいました。学生たちが主体となって地域に
地道にかかわりながら、地域の方との絆を少しずつつくっていくことで、
プロジェクトが成功していくことを実感しました。
―学生平和ポスターコンペティションでは、昨年は佐藤卓賞を受
賞し、今年はグランプリを受賞と、徐々にステップアップした感じ
ですね。
大学２年生の時に、授業の
一環としてこのコンペに出
品することになっていたので、
その時が初めての応募でし
た。自分なりにストーリーや
想いを込めて制作したので
すが、いろいろ考えすぎて、
「分かりにくい」作品となっ
てしまいました。その次の年
はその反省を生かして、見る
だけで直感的に感じ取れる
ような作品ができたと思いま
す。色にもすごくこだわって
います。今年の作品につい
ては、基町プロジェクトでの
経験も反映されています。
基町高層アパートの近くに
原爆で焼け残ったクスノキ
があるのですが、その木から
インスピレーションを得て、そ
の年輪を手書きと画像処理
で表現しました。これまでの
全ての経験が生かされた作
品になったと思います。
―今後の目標を教えてください。
大学院に進学して、制作を続けたいと思います。進学後はドイツに留学
する予定なので、地域とデザインのあり方について学んできたいと考え
ています。
―後輩へメッセージをお願いします。
何がきっかけになるか分からないので、興味のあることにどんどん取り組
んでほしいと思います。
（取材協力：学生広報サポーター・国際学部国際学科２年 繁本 美歩）

　被爆電車に乗車し、最も印象に残ったのは、「かつて広島が軍
都として栄えていた」という歴史が伝えられていたことです。
　今年５月、オバマ米大統領が、広島で行ったスピーチ、そしてそれ
を引用した今年の松井広島市長の平和宣言。その中では、朝鮮半
島、中国、それから東南アジアの人々に対する加害的な行為につ
いて、言及されています。
　また、広島出身の作家、栗原貞子氏の「ヒロシマというとき」とい
う詩に
―〈ヒロシマ〉というとき　〈ああ ヒロシマ〉と　やさしくこたえてくれる
だろうか―
という一節があります。私は、広島が平和を訴える都市であるならば、
加害の過去にも目を向けなくてはならないといつも思ってきました。
「電車に乗る」というごく日常的な行為を通して、71年前にも変わら
ずここにあった人々の時間に思いを馳せ、木の窓枠から見える景色
に71年前に彼らが見ていたものを想像することができました。70年
間は草木も生えない、と言われた焼け野原。「電車が走る」という日
常が取り戻されたことが、どれほど人 を々勇気づけたか、また、終戦を
境に軍都「廣島」から平和都市「ヒロシマ」へ変わったことについて、
深く考えさせられました。

［＜乗車日＞８月７日：佐久間 優衣（国際学部３年）］

　プロジェクトで乗車した電車は、被爆電車653号という被爆当時
に実際に広島の街を走っていた姿を忠実に再現したものです。こ
の車両は普段は運行しておらず、車体の色や内装も普段運行して
いる電車とはかなり異なるため、参加者はもちろん、街行く人たちも
珍しそうに電車の姿をカメラに収めていました。
　車内では車窓から見える街の様子を眺めつつ、車内に設置され
たモニターに映る戦前・戦後の広島の姿を比較したり、路面電車が
どのような過程を経て原爆投下後の３日後に動き出したのかなどを
学んだりしました。
　広島に原子爆弾が投下されライフラインが破壊されていた中、職
員たちの懸命な努力によって３日後には路面電車は動いていました。
原爆投下後の広島市中心部では怪我人があふれかえっていた上
に、多くの病院も壊滅的な被害を受けており、人々は移動するにも
大変な苦労を強いられていました。そのような状況の中、走り出した
電車は人々にとって貴重な移動手段でした。また、人々が絶望の淵
に立たされていた状況の中で、街中を走る路面電車の姿は単なる
移動手段ではなく、まさに「生きる希望」そのものでした。戦争が終
わり、復興へと歩みを進めていく中でも広島の人々にとって電車は
なくてはならない存在でした。
　今回のプロジェクトに参加して、戦中戦後の時代、人々にとって
路面電車が「希望」だったということ、そして電車が広島の街の活
気を生み出すのに一役買っていたということを初めて知りました。こ
のようなプロジェクトが今後も続いていき、多くの人たちが参加して
多くのことを学び感じとる機会があることが重要なことだと痛感しま
した。

［＜乗車日＞８月９日：繁本 美歩（国際学部２年）］

　戦後71年経った今でも、原型を留め、歴史を今に伝えている被
爆電車。当時運行していた電車に実際に乗車して、車内の様子や
復興に向けての秘話を知りました。
　私は被爆電車である653号車に乗りました。1945年８月６日に
江波付近で被爆した653号車は、大破したもののわずか４カ月で修
復され、2006年まで広島の街を走り続けました。床面や窓枠は木
でできており、普段金属製の車両に乗り慣れている私にとっては新
鮮で、とても落ち着く車内でした。車内では戦後復興の過程や復興
を支えた路面電車についての映像が流れ、参加者はその映像と今
の街並みを照らし合わせながら電車に揺られていました。親子で参
加した竹田さんは、「平和学習だけでは知り得ないことも知ることが

でき、貴重な体験ができた」と満足そうでした。
　中国放送の担当者・亀井さんによると、車内で流している映像は、
当時も走っていた復興のシンボルである路面電車と、被爆や広島
の復興について取材・報道してきた素材を組み合わせて制作され
たもので、被爆の惨禍や被爆からの復興を次の世代へ伝えたいと
の思いが込められているそうです。亀井さんは、「71年前の悲劇か
ら現在、さらに未来へとつながっていくことを、（参加者の）皆さんに
あらためて感じてもらい、『平和』について考えていただくきっかけに
なればと思っています」と話しました。

［＜乗車日＞８月12日：山室 敦也（国際学部３年）］

　車窓の外では、電停で電車を待つ人々が不思議そうにこちらを
眺めています。私たちが乗っている現在の濃い緑とクリーム色の車
体とは異なり、紺とグレーの２色で統一された、少し夏の空には似合
わない暗めの色合いの被爆電車653号です。被爆によって傷つい
た人 を々乗せ、希望をもたらした被爆電車は、70年の時を経て昨年
再現されました。
　復元に際して、カラーの資料がなく、確実な色は分からないもの
の、白黒写真や資料、当時を知る人たちの証言をもとに再現されま
した。
　当時は戦地に向かった男性に代わり、女子学生が車掌を務めて
いました。女子学生たちは男性と同じ仕事が女性にも出来ると誇り
に思ったそうです。とはいえ、大人たちに守られるべき子どもたちです
ら、勉強ではなく、大人と同じような仕事をしなければならなかった状
況は、すごいことではあるものの、複雑な思いに駆られました。電車
は全123両中108両が被災した中、原爆投下３日後の８月９日には
己斐と西天満町の間で運行が再開されました。
　被爆直後は原爆により壊滅的な状態となった広島の街ですが、
今では見事な復興を果たし、車窓から見る景色は多くの人々でにぎ
わっています。早くに復旧を果たした被爆電車は被爆で傷つきなが
らも、街の復興に尽力した人々に勇気をもたらしました。そんな被爆
電車を通して、当時の人々に思いを馳せることで幸せな日常を奪っ
た原爆の恐ろしさ、車窓から見える平和な景色の有難さをあらため
て実感しました。 
　今回の企画には、知ろうとする人たちだけでなく、平和を伝えるた
めにも多くの人がかかわっています。平和を伝え、知ろうとする人々
がこれからも増えていくことが、平和の一歩につながると思いまし
た。

［＜乗車日＞８月20日：瀬川 みなみ（国際学部２年）］

住岡梓（すみおか・あずさ）
広島市立大芸術学部デザイン工芸学科
４年。専門はグラフィックデザイン。「基町
プロジェクト」や「いちだい猫の会」など、さ
まざまな活動にかかわっている。

「W.B.」へのご意見・ご感想を募集します
広島市立大学　企画・広報委員会
○E-mail：kikaku@office.hiroshima-cu.ac.jp
○Tel：082-830-1666　○Fax：082-830-1656
「W.B.（WEST BREEZE）」のバックナンバーは、大学ウェブサイト「大学紹介」
＞「大学広報」＞「広報誌「WEST BREEZE」」に掲載しています。

■芸術学研究科の修了生がヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展の日本館
出品作家に決定
　2016年６月、芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻修了生の
岩崎貴宏さんが、「第57回ヴェネチア・ビエンナーレ国際美術展（2017）」で、
「国際交流基金（ジャパンファウンデーション）」が主催する日本館展示の出品
作家に決定。
■情報科学部の学生が「セキュリティ・キャンプ全国大会」に選抜
　2016年６月、情報科学部情報工学科４年の手柴瑞基さんと平空也さんが、
「セキュリティ・キャンプ全国大会2016」（2016年８月開催）の参加者に選抜。
■芸術学研究科の学生が「公益財団法人佐藤国際文化育英財団第26期奨
学生」に選出
　2016年６月、芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻２年の浅埜
水貴さんと同（博士前期課程）造形芸術専攻２年の青原恒沙子さんが選出。
■芸術学研究科の修了生らが「第４回新県美展（第68回広島県美術展）」
で受賞
　2016年６月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻修了生（現・芸
術学部デザイン工芸学科染織造形TA）の高瀬安芸さんが、「優秀賞」を受賞。
また、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻１年の梅田綾香さんが入
選。
■情報科学研究科の学生が「平成27年度電子情報通信学会ソフトウェア
サイエンス研究会」で受賞
　2016年７月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻２年の中
村貴史さんが、「研究奨励賞」を受賞。
■情報科学研究科の教員が「Honorable Mention Award」を受賞
　2016年７月、「5th International Congress on Advanced Applied 
Informatics (IIAI AAI 2016)」において、情報科学研究科の原章准教授ら
が、発表・講演した論文で受賞。
■芸術学部の山浦助教らが「第９回菅楯彦大賞展」で受賞
　2016年７月、芸術学部の山浦めぐみ助教が、「佳作賞三席」を受賞。また、本
学卒業生の廣藤良樹さんが、「奨励賞」を受賞。
■情報科学部の学生らが「優秀ポスター賞」を受賞
　2016年８月、情報科学部システム工学科４年の早川達也さんとDo Nhat Pham
さんが、「平成28年電気学会『電子・情報・システム部門大会』学生ポスター
セッション」で受賞。
■芸術学研究科の学生が「第２回石本正日本画大賞展」で受賞
　2016年８月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻２年の原田さお
りさんが、「奨励賞」を受賞。
■芸術学部の前田准教授が「再興第101回院展」で受賞
　2016年８月、芸術学部前田力准教授が、「日本美術院賞（大観賞）」を受賞。
■情報科学研究科の学生が「SICE Annual Conference 2016」で
受賞
　2016年９月、情報科学研究科（博士前期課程）システム工学専攻１年の吉
村大二郎さんが、「Finalist in the SICE Annual Conference Young 
Author's Award」を受賞。
■情報科学研究科の学生が「第15回情報科学技術フォーラム」で受賞
　2016年９月、情報科学研究科（博士前期課程）知能工学専攻１年の大瀬和
也さんが、「FIT奨励賞」を受賞。
■情報科学研究科の学生が「未来博士３分間コンペティション」で受賞
　2016年９月、情報科学研究科（博士後期課程）システム工学専攻２年の飯
島聡志さんが、「最優秀賞」を受賞。
■情報科学研究科の学生らが「電子情報通信学会ソサイエティ大会」で受
賞
　2016年９月、情報科学研究科（博士前期課程）情報工学専攻２年の小林啓
太さんと同１年の谷隆磨さんが、「ネットワークソフトウェア優秀ポスター賞」を
受賞。
■芸術学部の学生が「ALBION AWARDS 2016」で受賞
　2016年10月、芸術学部デザイン工芸学科（染織造形）４年の上岡由季さん
が、「金賞」を受賞。
■芸術学研究科の学生らが「第３回金沢・世界工芸トリエンナーレ」で入選
　2016年10月、芸術学研究科（博士前期課程）造形芸術専攻２年の佐藤衣
里さんと同１年の宮岡真希さんが入選。
■情報科学研究科の学生の研究が総務省事業「変な人」（通称）に採択
　2016年10月、情報科学研究科（博士後期課程）情報科学専攻１年の西本
匡志さんによる研究「ペアプログラミングAIの実現に向けた『レシピの予測機
能』の開発」が、総務省「異能（Inno）vation」（いのうべーしょん）プログラムに
採択。
■情報科学研究科の学生が「『センサ・マイクロマシンと応用システム』シン
ポジウム」で受賞
　2016年10月、情報科学研究科（博士前期課程）創造科学専攻２年の河岡
秀宜さんが、「奨励賞」を受賞。
■芸術学研究科の修了生が「第62回全関西美術展」で受賞
　2016年10月、芸術学研究科（博士前期課程）造形計画専攻修了生の酒井
沙織さんが、「読売新聞社賞」を受賞。
■芸術学研究科の学生が「TOKYO DESIGN WEEK 100人展」に出展
　2016年11月、芸術学研究科（博士後期課程）総合造形芸術専攻３年の宮
地英和さんが出展。
■「全国大学ビブリオバトル」地区決戦で芸術学部の学生が優勝
　2016年11月、田中優菜さん（芸術学部１年）が、「全国大学ビブリオバトル
2016-京都決戦-」の地区決戦で優勝し、地区代表に選出されました。

※学年は受賞当時

■学生表彰の授賞式を行いました
　2016年６月、2015年度の学生顕彰を受賞した岡田淳司さんと花房祐貴さん
（ともに情報科学研究科博士前期課程２年）の授賞式を行いました。岡田さん
と花房さんは、立命館大学主催の全国高校・大学ソフトウェア創作コンテスト
「あいちゃれ2015」において、協賛企業賞であるＶＳＮ賞およびニッセイコム賞
を受賞した功績が認められました。
■本学の学生がピースナイターに協力
　2016年８月、本学学生の青木
翔吾さんと西田愛さん（ともに国
際学部２年）がマツダ スタジア
ムで開催された「ピースナイター
2016」（８月６日開催）に、学生
ボランティアとして参加しました。
試合前に行われた「とうろう流し
委任式」にて、広島東洋カープ
と読売ジャイアンツ両チームの
監督・コーチ・選手が平和への
メッセージを記したとうろうを、各
チームの代表者から青木さんと
西田さんが預かりました。
■売店がリニューアルしました
　2016年10月、本学の売店がリニューアルオープンし、「いちだいいちば（愛称
「いちいち」）」と命名されました。

おめでとうございます 市大ニュース

広報誌名
広島市立大学広報誌の表紙タイトル「W.B.」（「WEST　BREEZE」の略
称）は、広島市立大学のある西風新都にちなんで命名されました。
編集・発行／広島市立大学  企画・広報委員会
発行日／2016年12月１日

学生が「落語」で地域を活性化！

留学体験記 学生広報サポーターが取材した「被爆電車特別運行プロジェクト」

　オルレアン大学はフランス中部にあるオルレアン市の郊外にあり、ト
ラム（市電）で中心街から30分ほどの位置にあります。大学の敷地は
広く、私たち留学生は文学部系の学生と同じ校舎で学びます。日本語
学科もあり、日本文化に興味を持った学生も多く、また韓国や中国の
他、リビアやブラジルなどさまざまな国からの留学生がいました。
　オルレアンはパリから電車で１時間程度の場所に位置し、気楽にパ
リまで遊びに行けます。学生証を提示すれば無料で美術館、お城、教
会などに入れ、便利でした。また、ホームステイ先が素晴らしかったです。
何百年も前に建てられたアンティーク
の住居を補強し、現代風に改修され
た家は快適で、私は３階の屋根裏部
屋を使用させてもらいました。７カ月間
はあっという間でしたが、素晴らしいホ
ストファミリーに恵まれ、ヨーロッパの
古い歴史に触れ、大変有意義な期間
を過ごしました。
　留学に行くと海外と日本の違いが
顕著になります。文化や人種、言葉な
どさまざまなものが異なる環境で生活
することは異文化理解を深めるだけで
なく、貴重な経験を得ることになると思
います。また、そこで出会った人たちと
の交流は留学が終わった後も続きま
す。留学は自分の世界を広げることに
もつながるのです。

国際学部国際学科３年　芝田 亘佑
しばた　　こうすけ

情報科学部医用情報科学科４年　木村 優也
きむら　　　 ゆうや

　落語研究会「落花生」の部員３名が11月12日、「いとうさん家」
で落語会を行いました。
　「いとうさん家」とは特別養護老人ホームなどを運営する社会福
祉法人「慈光会」が管理し、地域の人同士に加えて、学生や子供
たちなど若い世代も交流する場となるための地域交流ハウスとして
利用されている空き家です。
　23人もの地域の高齢者が落語を聞きに来られました。６畳2間
にキッチンを加えた会場は、落語を聞きに来た人でいっぱいとなり、
落語が披露されている間、多くの笑いに包まれていました。この日は
地域で公民館祭りもあったそうですが、学生の落語会に参加した
方は「落語が好きだからこちらに来た。一生懸命しているのを見て
元気をもらった」と話しました。地域の高齢者にとって、間近で大学
生の落語を聞く機会はなかなかないことです。参加者の中にはうれ
しさのあまり涙ぐむ方もいて、地域の方に喜ばれていることをひしひ
しと感じました。
　現在日本では高齢化が進み、老人ホームに入りたくても入れな
い高齢者が少なくありません。そういった高齢者の中には自宅にこ
もり外出を控える方も多くいます。大学生が地域で落語会を開催し
たことは、高齢者が誘い合わせて外出し交流するきっかけとなり、非
常に意義のあるものです。落花生の中須賀愛美さん（芸術学部3
年）は、「私は祖母と暮らしていて、祖母は足が悪いから外にあまり
出ないが、大学祭などに呼んで外に出てもらうようにしている」と話
しました。
　落語会をきっかけに地域での交流が増え、地域がより活性化さ
れるかもしれません。落花生は今後も多くの人を楽しませてくれるで
しょう。
　なお、落花生ではツイッターアカウント（@itidaiotiken）で情報発
信を行っています。

ち

留学が自分の世界を広げた
フランス・オルレアン大学（オルレアン市）

　一年間、他国の留学生と中国語の授業を受け、後期には中国人学
生と専門の授業も受けました。大学では、他国の留学生や国際学院
（学部に相当）の先生たちと多くの時間を過ごし、語学力の向上だけで
なく、文化や価値観を共有しました。毎年４月と11月に文化祭が開催さ
れ、留学生たちは中国語の中国劇など多種多様な出し物をします。私
も他の日本人留学生とともに日本料理を作りました。
　また、授業のない時期を中心に、他の都市などに積極的に旅行しま
した。成都パンダ研究基地でのパンダ見物や陝西省西安市での兵馬
俑見学、甘粛省蘭州市で名物の蘭州ラーメンの実食などでは飽き足ら
ず、チベット自治区の九寨溝（きゅうさいこう）、敦煌、厦門（アモイ）、上
海などにも足を延ばしました。
　この一年間の最も大きな収穫は、生の中国を自分の五感を使って
体験できたことです。日本でメディアなどの媒体を通して間接的に中国
に接すると、私たちは中国にネガティブな印象を抱きがちですが、実際
に行ってみると必ずしもそうではありません。私は現地の中国人たちと
交流し、むしろ中国に好印象を受けました。
　これからは、この経
験を日本で積極的に
広めることで、中国
へ行ってみようと思う
人を少しでも増やし
たいと考えています。
この体験記も誰かを
中国に送り出すきっ
かけになればと思い
ます。

国際学部国際学科４年　額田 晟太
ぬかだ　　 せいた

五感で感じた生の中国
中国・西南大学（重慶市）

広島平和研究所
『なぜ核はなくならないのかⅡ』
2016年８月、広島市立大学広島平和研究所／監修、法律文化社

この本  ～教員の著書紹介～

芸術学部デザイン工芸学科４年　住岡 梓さん
すみおか　あずさ

しげもと　  みほ

文化祭でロシア人留学生たちと（左から３番目が額田さん）

運転席（繁本さん撮影）

委任式

被爆電車653号
（瀬川さん撮影）

電車内のモニター
（山室さん撮影）

ホストマザーと（左が芝田さん）

区分
転任

新任

氏　名
海老　洋
荒木　亨子
直野　章子

　　　　　　　　 職　名
芸術学部教授（９月30日付け）
芸術学部准教授（10月1日付け）
広島平和研究所教授（10月1日付け）

研究種目名
基盤研究（Ｂ）一般

基盤研究（Ｂ）海外学術調査
基盤研究（Ｃ）一般
若手研究（Ａ）
若手研究（Ｂ）
挑戦的萌芽研究
新学術領域研究
特別研究員奨励費

合計

●2016年度科学研究費補助金採択状況＜研究科目別＞
計

38,740千円
2,990千円
51,090千円
24,180千円
7,410千円
7,150千円
8,190千円
700千円

140,450千円

件数
7
1
37
2
6
7
1
1
62

区分
受託研究費・共同研究費 

助成金・補助金
奨学寄附金
合計

●2015年度受託研究費・共同研究費・助成金・補助金・奨学寄附金
　（2016年3月31日現在）

金額
63,457千円
65,420千円
13,279千円
142,156千円

件数
37
3
14
54

教員の人事異動

■外部資金の獲得
　本学の教員は、国の制度である科学研究費補助金や民間の各種財団か
らの助成金を受けて積極的に学術研究活動を展開しています。これらの
外部資金を活用し、独創的・先駆的な研究に取り組んでいます。

（※１）公益社団法人日本グラフィックデザイナー協会広島地区主催の学生ポスター
コンテスト。

（※２）本学と広島市中区役所が、アートやデザインを活用して基町住宅地区の活性
化に取り組むプロジェクト。2014年度に開設した「M98」を拠点としてさまざまな
活動を行っている。

（※３）広島市立大学芸術学部デザイン工芸学科卒業生の井上雪子さん。

しげもと　　みほ

やまむろ　 あつや

せがわ

さくま　　　　ゆい
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